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資料 2 

フィンランドにおけるカーボンニュートラルへの取り組み（情報提供：坂田様） 

 

（1）土木学会誌 Vol.106，No.10，pp.14-15，October 2021 
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CLT LVL 

（2）フィンランドの現状や将来の見込み 

・二酸化炭素硬化コンクリートの研究，コンクリートによる CO2吸収量の検討 

VTT（フィンランド最大の国の研究機関）で実施されている。CO2ncrete ソリューションプロジェクト

では，コンクリートが二酸化炭素をどのように結合するかを研究している。一つの検討項目として，

フィンランドの既存のコンクリートストックを調査（材齢，露出条件，相対湿度など）し，統計的にコン

クリート構造物によって結合された二酸化炭素の量の算出を試みている。それらの結果から，最も

効率的にカーボンシンク（炭素吸収源）とするための新しいコンクリートリサイクル方法を提案するこ

とが目的である。https://www.vttresearch.com/en 

 

・二酸化炭素 100%補償コンクリート 

Pielisen Betoni（生コン・二次製品メーカー）

は，生産中に放出される二酸化炭素排出量

が補償されたコンクリート製品を販売してい

る。フィンランドの森林管理により二酸化炭素

の排出補償を実現している。 

https://www.pielisenbetoni.fi/en/carbonneutral/ 

 

・バイオベースのリグニンを使ったアスファルト舗装 

Stora Enso 社（フィンランドの三大林業会社の 1 つ。近年はバイオ産業に注力）は，2020 年 9 月

からリグニンを使用したバイオベースのアスファルト舗装を試験的に実施 

 

・コンクリート構造物から木造建築へのシフト 

 直交集成材 CLT（Cross laminated timber）や単板積層材 LVL（Laminated veneer lumber）を用い

た高層建築が竣工されている。 

 

 

 

 

 

 

https://www.storaenso.com/en 

 

 

 

 

 

https://www.zaiso-house.co.jp/orderhouse/zaisotimes/2155.html 

http://pack-box.info/material/lvl 


